
TECHNICAL GUIDE: CA ARCSERVE BACKUP R16.5  

CA ARCserve® Backup 

for Windows 
 

 

DATA DOMAIN を利用した 

バックアップ&リカバリ手順 
 

Rev: 1.1 

 

 

 

 

2013年  11月  

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 本ガイド内の記号について 

 
 メリット 

 DATA DOMAIN 環境で ARCserve Backup を利用するメリットなどの紹介 

 

 メモ 

 補足説明や ARCserve Backup の仕様などの紹介 

 

 ポイント 

 設定/運用時の注意事項やポイントなどの紹介 

 

 

 

 

 
すべての製品名、サービス名、会社名およびロゴは、各社の商標、または登録商標です。 

 

本ガイドは情報提供のみを目的としています。CA は本情報の正確性または完全性に対して一切の責任を負いません。CA は、該当する法律が許す範囲で、いか

なる種類の保証（商品性、特定の目的に対する適合性または非侵害に関する黙示の保証を含みます（ただし、これに限定されません））も伴わずに、このドキュメ

ントを「現状有姿で」提供します。CA は、利益損失、投資損失、事業中断、営業権の喪失、またはデータの喪失など（ただし、これに限定されません）、このドキュ

メントに関連する直接損害または間接損害については、CA がその損害の可能性の通知を明示的に受けていた場合であっても一切の責任を負いません。 

 

Copyright © 2013 CA and / or one of its subsidiaries.  All rights reserved.

 

 

 



 

 

CA ARCserve Backup: DATA DOMAIN を利用したバックアップ&リカバリ手順 

 

目次 
1. はじめに ................................................................................................................. 1 

1.1 ARCSERVE BACKUP について ........................................................................................................... 1 

1.2 ディザスタ・リカバリ ...................................................................................................................... 1 

2. DATA DOMAIN でのバックアップ準備 .................................................................... 2 

2.1 CIFS 共有フォルダの作成 ........................................................................................................... 2 

2.2 リカバリサイトへの複製設定 ......................................................................................................... 3 

3. ARCSERVE BACKUP での準備作業 ......................................................................... 4 

3.1 DATA DOMAIN へのバックアップ先設定 .................................................................................... 4 

3.2 惨事復旧情報の複製設定 ......................................................................................................... 7 

3.3 CLIENT AGENTの登録 ..................................................................................................................... 9 

4. ARCSERVE BACKUP のバックアップ設定 ................................................................ 10 

4.1 フルバックアップのスケジュール作成 ....................................................................................... 10 

4.2 増分バックアップのスケジュール作成 ...................................................................................... 14 

5. 復旧メディアの準備 .............................................................................................. 17 

5.1 WINDOWS ADK (WINDOWS AIK) の入手 ........................................................................................ 17 

5.2 WINDOWS ADK (WINDOWS AIK) のインストール............................................................................. 17 

5.3 DISASTER RECOVERY OPTIONの復旧メディア作成 .......................................................................... 18 

6. リカバリサイトでの惨事復旧 .................................................................................... 23 

6.1 復旧準備................................................................................................................................... 23 

6.2 バックアップ サーバの復旧処理 ............................................................................................... 24 

6.3 ネットワーク上のマシン (リモート マシン) の復旧処理 ................................................................. 44 

6.4 全マシン復旧後の処理 ............................................................................................................. 51 

7. 障害サイト復旧時の処理 ...................................................................................... 54 



 

 

CA ARCserve Backup: DATA DOMAIN を利用したバックアップ&リカバリ手順 

 

7.1 移行用の復旧データ作成......................................................................................................... 54 

7.2 元サイトへの復旧準備 .............................................................................................................. 56 

7.3 元サイトでバックアップ サーバの復旧処理 ............................................................................... 57 

7.4 元サイトでネットワーク上のマシン (リモート マシン) の復旧処理 ................................................ 67 

7.5 元サイトで全マシン復旧後の処理 ............................................................................................. 69 

7.6 DATA DOMAIN の複製処理 ...................................................................................................... 71 

8. 製品情報と無償トレーニング情報 .......................................................................... 71 

8.1 製品情報................................................................................................................................... 71 

8.2 トレーニング情報 ....................................................................................................................... 71 

 
  



 

 

CA ARCserve Backup: DATA DOMAIN を利用したバックアップ&リカバリ手順 

Page: 1 

1. はじめに 

本ガイド は、CA ARCserve Backup r16.5 for Windows (以降: ARCserve Backup) のバックアップ データを EMC 社製 

DATA DOMAIN に保存し、ARCserve Backup の Disaster Recovery Option の機能でリカバリ サイトの DATA DOMAIN

に複製したバックアップ データからの復旧手順を記載したテクニカル ガイドになります。 (複製は DATA DOMAIN の

Replication 機能を利用します。) 

1.1 ARCserve Backup について 

20 年以上の実績を持つ ARCserve Backup は、1 台のサーバから大規模な環境まで、多様なビジネスシーンで活

用できます。使いやすい日本語ユーザインターフェイスを備え、ディスクからディスク、ディスクからテープへのバック

アップはもちろん、多様なバックアップ/リストア機能を標準で搭載したソフトウェアです。さらに災害対策として注目度

の高いクラウドへのデータ保護や、データの肥大化対策である重複排除機能、データ漏えい防止策の１つである暗号

化など拡張性に優れた機能を標準で備えています。 

1.2 ディザスタ・リカバリ 

ディザスタ・リカバリは災害時におけるシステムやデータの復旧や予防措置を意味します。ARCserve Backup では

Disaster Recovery Option を利用することで、障害が発生したマシンを簡単に復旧できます。また DATA DOMAIN の

Replication 機能を用いることで、バックアップ データを遠隔地に保管できるため、火災や自然災害などでサイト全体

に障害が発生しても、リカバリサイトでマシンを復元できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サイト障害発生時 
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2. DATA DOMAIN でのバックアップ準備 

バックアップ先として利用する自サイト内の DATA DOMAIN で CIFS の共有フォルダを作成し、リカバリサイトにある DATA 

DOMAIN への複製を設定します。 

2.1 CIFS 共有フォルダの作成 

DATA DOMAIN はデフォルトで backup という共有フォルダを作成します。backup フォルダをそのまま利用することも

できますが、本ガイドでは新しい共有フォルダを作成します。 

2.1.1 共有元となるフォルダ作成 

共有フォルダにアクセスする要領で、ARCserve Backup 本体製品を導入するノードから自サイト内にある

DATA DOMAIN の IP アドレス (指定方法は \\と DATA DOMAIN の IP アドレスのみ) を指定し DATA DOMAIN

の sysadmin 権限でログオンします。 

共有の backup フォルダが表示されたら、backup フォルダの中に新しいフォルダを作成します。(本ガイドでは 

backup フォルダの下に ”arcserve” フォルダを作成します。) 

また Disaster Recovery Option で利用する惨事復旧情報のコピー先フォルダを作成します。(本ガイドでは作

成した arcserve フォルダの下に ”MSD” フォルダを作成します。) 

2.1.2 共有設定 

ブラウザで DATA DOMAIN にアクセスし、Data Management メニューから Shares タブをクリックし、 [Create] 

をクリックします。作成した arcserve フォルダと MSD フォルダに共有を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.3 共有フォルダへのアクセス確認 

設定した共有フォルダ (\\Data Domain の IP アドレス\arcserve、および \\Data Domain の IP アドレス\MSD) 

にアクセスできるか、ARCserve Backup 本体製品を導入するノードから確認します。 
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2.1.4 フォルダ作成 

設定した共有フォルダ (\\Data Domain の IP アドレス\arcserve) にバックアップ先のフォルダを作成します。

本ガイドでは、ファイル システム デバイスを 2 つ利用するため、2 つのフォルダを追加作成します。(MSD フォ

ルダは前述ステップで作成済みです。) 

 

 

 

 

 

 

DATA DOMAIN に作成した複数のファイル システム デバイスで並列処理 (同時バックアップ処理

や、バックアップ/リストアの同時実行など) を行う場合は、前述 2.1.2 の方法で各ファイル システ

ム デバイスのフォルダに共有を設定します。 

2.2 リカバリサイトへの複製設定 

2.2.1 複製先フォルダの作成 

リカバリサイトに接続可能なノードからリカバリサイトにある DATA DOMAIN の IP アドレス (指定方法は \\とリカバ

リサイトの DATA DOMAIN の IP アドレスのみ) を指定し、DATA DOMAIN の sysadmin 権限でログオンします。 

共有の backup フォルダが表示されたら、backup フォルダの中に複製先となる新しいフォルダを作成します。

(本ガイドでは backup フォルダの下に ”replica” フォルダを作成します。) 

2.2.2 複製設定 

ブラウザで DATA DOMAIN にアクセスし、Replication メニューにある [Create Pair] をクリックします。自サイト内

の DATA DOMAIN バックアップ先フォルダ (arcserve フォルダ) をリカバリサイトの複製先フォルダ (replica フォ

ルダ) に Replication 設定を行います。MSD フォルダが arcserve フォルダの下に存在しない場合は、MSD フォ

ルダの複製も設定します。 
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2.2.3 データ複製の確認 

複製が完了したら、リカバリサイトに作成したフォルダが複製されているか確認します。 

3. ARCserve Backup での準備作業 

まずバックアップ サーバに ARCserve Backup の本体製品 (ベース製品、マネージャ、Client Agent for Windows など) 

と Disaster Recovery Option を導入します。ネットワーク上のマシンには Client Agent for Windows を導入します。 

バックアップ スケジュール作成前に、DATA DOMAIN へのバックアップ先設定と Disaster Recovery Option の惨事復旧

情報の複製設定を行います。(惨事復旧情報の複製設定は ARCserve Backup の導入中にも設定できます。) 

3.1 DATA DOMAIN へのバックアップ先設定  

ARCserve Backup では、ハードディスクへのバックアップとして、ファイル システム デバイスとデータ デデュプリケーシ

ョン デバイスがあります。ファイル システム デバイスはテープと同じ形式でハードディスクにバックアップ データを書き

込みます。データ デデュプリケーション デバイスは重複排除を行いながらバックアップ データを書き込みます。 

本ガイドでは、DATA DOMAIN の重複排除機能を利用するため、ARCserve Backup の重複排除機能は利用しません。

ファイル システム デバイスを作成し、データの保管場所として DATA DOMAIN の共有フォルダを指定します。 

3.1.1 デバイス管理画面の起動 

ファイル システム デバイスを作成するため、デバイス管理画面を開きます。 

(ア) ARCSERVE BACKUP マネージャの起動 

バックアップ サーバに導入した ARCserve Backup のマネージャ画面を起動します。(マネージャ画面は 

[スタート] メニューから [CA] – [CA ARCserve Backup] – [マネージャ] と辿っていくと起動できます。) 

ARCserve Backup の管理者アカウント (caroot など) でログオンします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) デバイス管理画面の起動 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある青いバーで [管理] をクリックし、展開されたメニューから 

[デバイス マネージャ] をクリックします。 
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3.1.2 ファイル システム デバイスの作成 

DATA DOMAIN によってバックアップ データの重複排除が実施されるため、書込み容量は小さくなりますが、1 つ

のバックアップ先に書き続けていくと容量が不足するため、ファイル システム デバイスを複数作成し、バックアップ 

スケジュールの設定で古いデータを自動的に削除します。 

本ガイドでは 2 つのファイル システム デバイスを作成します。 

(ア) ディスク ベース デバイスの管理画面の起動 

デバイス管理画面上部のツールボタンから、[ディスク ベース…] をクリックします。 

 

 

 

 

(イ) 1 つ目のファイル システム デバイスの追加 

Windows ファイル システム デバイスが選択された状態で [追加] ボタンをクリックしします。追加された

FSD1 の行で [データ ファイルの場所] に自サイトの DATA DOMAIN の共有フォルダ (共有フォルダに作

成した fsd1 フォルダまで) を指定します。(\\自サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\arcserve\fsd1)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DATA DOMAIN への認証が必要になるため、FSD1 の行が選択されている状態で、[セキュリティ] ボタン

をクリックします。ARCserve システム アカウントを使用] のチェックを外し、DATA DOMAIN のアカウント情

報を指定後に [OK] をクリックします。 
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ユーザ名: 自サイトの DATA DOMAIN の sysadmin アカウント 

ドメイン: 自サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス 

パスワード: sysadmin のパスワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウ) 2 つ目のファイル システム デバイスの追加 

前述 (イ) の手順を繰り返し、2 つ目のファイル システム デバイスを作成しますが、FSD2 の行の [データ 

ファイルの場所] にはもう 1 つのファイル システム デバイス用のフォルダ名 (fsd2) を指定します。(\\自

サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\arcserve\fsd2)  

2 つ作成後に [次へ] をクリックし、確認画面で [完了] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.3 デバイス グループ名の変更 (任意) 

ファイル システム デバイスを作成すると、ARCserve Backup は PGRP0, PGRP1,,,, というデバイス グループを自動

的に割り振ります。デフォルトのデバイス グループ名のままでも構いませんが、本ガイドではデバイス グループ名を

変更します。 

デバイス グループをカスタマイズするには、デバイス管理画面上部のツールボタンから、[デバイス グル…] をクリッ

クします。 
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ファイル システム デバイスを作成すると、ARCserve Backup は PGRP0, PGRP1,,,, というデバイス グループを自動

的に割り振ります。デバイス グループをカスタマイズするには、デバイス管理画面上部のツールボタンから、[デバイ

ス グル…] をクリックします。 

デフォルトのデバイス グループ名のままでも構いませんが、本ガイドではデバイス グループ名を変更し、それぞれ

DD1 と DD2 に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 惨事復旧情報の複製設定  

Disaster Recovery Option で利用する惨事復旧情報はマシン単位で作成され、各マシンのパーティション情報や

バックアップ データ情報など、復旧に必要な情報がバックアップ後に書きこまれます。惨事復旧情報はバックアッ

プ サーバ内のフォルダ (64bit OS の場合: C:\Program Files (x86)\CA\ARCserve Backup\DR) に保管されま

すが、復旧時に必須となる情報のため、ARCserve Backup 側に複製機能が備わっています。 

本ガイドでは、自サイトの DATA DOMAIN の共有フォルダを複製先に指定します。(複製先の設定は Disaster 

Recovery Option の導入プロセスの中でも設定できます。) 

リカバリサイトにも惨事復旧情報が必要ですが、ARCserve Backup 側の複製先に自サイトの DATA 

DOMAIN を指定することで、DATA DOMAIN の Replication 機能によりリカバリサイトにも複製されます。 

3.2.1 ブートキット ウィザードの起動 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある青いバーで [ユーティリティ] をクリックし、展開されたメニューから 

[ブートキット ウィザード] をクリックします。 
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3.2.2 惨事復旧情報の複製設定 

画面起動後、左下にある [環境設定] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自サイトの DATA DOMAIN の情報と共有フォルダに作成した惨事復旧用フォルダを指定し、[OK] をクリックします。 

複製先サーバ名: 自サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス 

Windows ドメイン: 自サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス 

ユーザ名: 自サイトの DATA DOMAIN の sysadmin アカウント 

パスワード: sysadmin のパスワード 

パス (共有名を含む): 本ガイドでは msd 

パスには共有フォルダのフォルダ名のみ指定します。本ガイドのように共有フォルダ内に複製用フ

ォルダを作成している場合は、\マークを付けて続けて指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK] をクリックすると [復旧情報の複製先] 画面が閉じるので、その後は [キャンセル] をクリックし、ブート キット ウ

ィザードを終了します。 
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3.3 Client Agent の登録  

ネットワーク上のノードをバックアップするには、ARCserve Backup マネージャ画面で Client Agent を導入したマシン

を登録する必要があります。 

3.3.1 バックアップ マネージャの起動 

Client Agent の登録はバックアップ画面で実施します。 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある青いバーで [クイック スタート] をクリックし、展開されたメニューから 

[バックアップ マネージャ] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

3.3.2 CLIENT AGENT の登録 

[ソース] タブをクリックし、Client Agent を展開します。 

バックアップ サーバ自身は最初から追加されているため、Client Agent を導入したネットワーク上のマシンを追加し

ます。[Client Agent] 上で右クリックし、[マシン/オブジェクトの追加] を選択します。 

追加画面でマシン名と管理者アカウントを指定し、[OK] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

しばらくすると、マシンが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

複数のノードを登録する場合は、3.3.2 の処理を繰り返します。 
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4. ARCserve Backup のバックアップ設定 

バックアップのスケジュールを作成します。 

本ガイドでは DATA DOMAIN 上に 2 つのファイル システム デバイスを用意し、1週間分のフルバックアップと増分バック

アップを 1 つのファイル システム デバイスに書き込みます。2 つのファイル システム デバイスを交互に利用し、1週間

分のデータは必ず残る形でバックアップ スケジュールを作成します。 

このスケジュール方法は [カスタム スケジュール] を利用し、一定間隔のバックアップ スケジュールを 12 本作成します。 

ARCserve Backup の幾つかの機能を併用すると、本ガイドで設定するスケジュールを 2 つのバックアップ 

スケジュールで設定できます。バックアップの作成方法についてはこちらのリンクを参照してください。 

http://www.arcserve.com/~/media/Files/TechnicalDocuments/asbu-r16x-schedule.pdf 

4.1 フルバックアップのスケジュール作成  

14 日間隔のフルバックアップ スケジュールを 2 つ作成し、2本のメディアを交互に使用します。 

4.1.1 1 本目のフルバックアップ スケジュール作成 

(ア) バックアップ マネージャの起動 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある青いバーで [クイック スタート] をクリックし、展開されたメニ

ューから [バックアップ マネージャ] をクリックします。 

(イ) スタート タブの設定 

ファイル システム バックアップを利用するため、スタート タブはデフォルトの [標準バックアップ] のまま進

めます。 

(ウ) ソース タブの設定 

Client Agent を展開し、復旧対象マシンを全選択 (復旧対象のノード左側にある緑色のボックスをクリック

して塗りつぶします) します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

復旧対象マシンを部分選択する場合は、後述 (カ) のグローバル オプションで※の追加

設定を行ってください。(フィルタの設定を行っている場合もグローバル オプションの追加

設定が必要になります。) 

 

 

 

http://www.arcserve.com/~/media/Files/TechnicalDocuments/asbu-r16x-schedule.pdf
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(エ) スケジュール タブの設定 

2 週間に 1 回の上書きジョブを作成します。(増分と組み合わせるため、フルバックアップは 2番目を必

ず選択します。) 

スケジュール方法: 初期値の [カスタム スケジュール] のまま 

繰り返し方法: 一定間隔 (毎: 14 日 指定) 

バックアップ方式: フル (アーカイブ ビットをクリア) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(オ) デスティネーション タブの設定 

1 本目のメディアを指定します。 

デバイス グループ: 左ペインから DD1 を選択 

メディア名: DATA DOMAIN1 を手入力 (メディア名はお好きな名前を付けてください) 

 

 

 

 

 

 

(カ) グローバル オプションの設定 

上書き設定を行うため、画面上部にある [オプション] ボタンをクリックし、グローバル オプションを表示し

ます。 

下記の項目を変更し、[OK] をクリックします。 

最初のバックアップ メディア: [上書き – 同名のメディア、ブランク メディアのみ] を選択 

画面下部の [名前のみを使用してメディアを識別する] にチェック  
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※ Disaster Recovery Option の惨事復旧情報はマシン全体を選択した場合のみ、作成/更新します。

前述 (ウ) のステップで、復旧対象マシンの一部のみを選択された (もしくはフィルタの設定を行われ

た) 場合、グローバル オプションの [拡張] タブで以下項目のチェックが必要になります。 

部分選択したマシン: [一部だけ選択されたノードの復旧情報を作成する] 

フィルタ設定したマシン: [リストア セッション情報の生成時にフィルタされたセッションを含める] 

(キ) バックアップ ジョブのサブミット 

画面上部にある [サブミット] ボタンをクリックし、スケジュール ジョブのサブミット(登録)作業を行います。 

各マシンのアカウントを確認します。(画面ショットの真ん中は ARCserve Backup のデータベースになりま

すが、こちらはバックアップ サーバのアカウント認証で実行されるため、空欄で構いません。) 

 

 

 

 

 

ジョブ実行時刻ジョブ名を変更し、[OK] をクリックします。(ジョブ名の変更は任意です。) 

ジョブ実行時刻: 初回フルバックアップ実行日時に変更 

ジョブ名: 12 個のジョブを判別しやすくするため、ジョブ名を変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面を開いたまま、次のフルバックアップ スケジュールを設定します。 
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4.1.2 2 本目のフルバックアップ スケジュール作成 

2 本目のフルバックアップは 1本目のスケジュール情報を使い、変更する箇所だけ修正します。 

2 回目移行のフルバックアップは、DATA DOMAIN の重複排除機能により、フルバックアップでも増分バ

ックアップのデータ量と殆ど変わらない大きさになります。 

(ア) デスティネーション タブの設定 

2 本目のメディアを指定します。 

デバイス グループ: 左ペインから DD2 を選択 

メディア名: DATA DOMAIN2 を手入力 (メディア名はお好きな名前を付けてください) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) バックアップ ジョブのサブミット 

画面上部にある [サブミット] ボタンをクリックし、スケジュール ジョブのサブミット(登録)作業を行います。 

ジョブ実行時刻とジョブ名を変更し、[OK] をクリックします。(ジョブ名の変更は任意です。) 

ジョブ実行時刻: 2 回目のフルバックアップ実行日時 (1 本目フルバックアップの翌週) に変更 

ジョブ名: 12 個のジョブを判別しやすくするため、ジョブ名を変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

ARCserve Backup r16.5 では、登録済みのバックアップ スケジュールと同じバックアップ ソース (対象デ

ータ) が選択されると確認画面を表示します。[はい] をクリックしてサブミットを実行します。 
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画面を開いたまま、増分バックアップ スケジュールを設定します。 

4.2 増分バックアップのスケジュール作成  

本ガイドでは月曜日から金曜日までの増分バックアップを作成し、フルバックアップの後に増分を追記します。2本の

メディアを交互に利用したフルバックアップ メディアを利用するため、10 本の増分スケジュールを作成します。 

4.2.1 1 本目の増分バックアップ スケジュール作成 

増分バックアップはフルバックアップのスケジュール情報を使い、変更する箇所だけ修正します。 

(ア) スケジュール タブの設定 

2 週間に 1 回の増分バックアップ ジョブを作成します。 

スケジュール方法: 初期値の [カスタム スケジュール] のまま 

繰り返し方法: 一定間隔 (毎: 14 日 指定) のまま 

バックアップ方式: 増分に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) デスティネーション タブの設定 

1 本目のメディアを指定します。 

デバイス グループ: 左ペインから DD1 を選択 

メディア名: 1 本目のフルバックアップのメディア名(本ガイドでは DATA DOMAIN1)を手入力 
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(ウ) グローバル オプションの設定 

書き込み方式を追記に変更するため、画面上部にある [オプション] ボタンをクリックし、グローバル オプ

ションを表示します。 

下記の項目を変更し、[OK] をクリックします。 

最初のバックアップ メディア: [メディアへの追加] に変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(エ) 月曜日の増分バックアップ ジョブのサブミット 

画面上部にある [サブミット] ボタンをクリックし、スケジュール ジョブのサブミット(登録)作業を行います。 

ジョブ実行時刻とジョブ名を変更し、[OK] をクリックします。(ジョブ名の変更は任意です。) 

ジョブ実行時刻: 1 回目の月曜日に実施する増分バックアップ実行日時に変更 

ジョブ名: 12 個のジョブを判別しやすくするため、ジョブ名を変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(オ) 火曜日から金曜日の増分バックアップ ジョブのサブミット 

火曜日から金曜日は実行日時(とジョブ名)を除き月曜日と同じ設定になるため、月曜日の増分バックアッ

プのサブミット完了後にバックアップ画面上部にある [サブミット] ボタンをクリックし、スケジュール ジョブの

サブミット(登録)作業を行います。(火曜日から金曜日まで 4回繰り返します) 

ジョブ実行時刻とジョブ名を変更し、[OK] をクリックします。(ジョブ名の変更は任意です。) 

ジョブ実行時刻: 1 回目の各曜日に実施する増分バックアップ実行日時に変更 

ジョブ名: 12 個のジョブを判別しやすくするため、ジョブ名を変更 

画面を開いたまま、2本目の増分バックアップ スケジュールを設定します。 
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4.2.2 2 本目の増分バックアップ スケジュール作成 

これまでと同様に変更する箇所だけ修正します。 

(ア) デスティネーション タブの設定 

2 本目のメディアを指定します。 

デバイス グループ: 左ペインから DD2 を選択 

メディア名: 2 本目のフルバックアップのメディア名(本ガイドでは DATA DOMAIN2)を手入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 月曜日の増分バックアップ ジョブのサブミット 

画面上部にある [サブミット] ボタンをクリックし、スケジュール ジョブのサブミット(登録)作業を行います。 

ジョブ実行時刻とジョブ名を変更し、[OK] をクリックします。(ジョブ名の変更は任意です。) 

ジョブ実行時刻: 2 回目の月曜日に実施する増分バックアップ実行日時に変更 

ジョブ名: 12 個のジョブを判別しやすくするため、ジョブ名を変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウ) 火曜日から金曜日の増分バックアップ ジョブのサブミット 

火曜日から金曜日は実行日時(とジョブ名)を除き月曜日と同じ設定になるため、月曜日の増分バックアッ

プのサブミット完了後にバックアップ画面上部にある [サブミット] ボタンをクリックし、スケジュール ジョブの

サブミット(登録)作業を行います。(火曜日から金曜日まで 4回繰り返します) 

ジョブ実行時刻とジョブ名を変更し、[OK] をクリックします。(ジョブ名の変更は任意です。) 

ジョブ実行時刻: 2 回目の各曜日に実施する増分バックアップ実行日時に変更 

ジョブ名: 12 個のジョブを判別しやすくするため、ジョブ名を変更 

 

以上でバックアップのスケジュールの作成は完了です。 
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5. 復旧メディアの準備 

バックアップしたマシンを復旧する場合、Disaster Recovery Option の惨事復旧を実行します。惨事復旧では、マシンを

ブートするための復旧メディアが必要になるため、ARCserve Backup の Disaster Recovery Option を導入したら最初に

復旧メディアを作成し、事前にリカバリサイトに送っておきます。 

Disaster Recovery Option の惨事復旧ではWindows PE ベースの復旧メディアを利用し、マシンのブート処理からバック

アップ データを使ったマシンの復旧まで、一連の復旧処理を全て実行します。復旧メディアの作成には Windows ADK 

(アセスメント & デプロイメント キット)、もしくは Windows AIK (自動インストール キット) のモジュールが必要となります。 

5.1 Windows ADK (Windows AIK) の入手  

日本マイクロソフト株式会社のホームページから、Windows ADK,、もしくは Windows AIK をダウンロードします。 

ADK: http://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=30652 

AIK: http://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=5753 

 

 

 

 

Windows ADK や Windows AIK は、Disaster Recovery Option のブートキット ウィザード画面からもダウ

ンロードできます。 (インターネット接続が必須です。) 

5.2 Windows ADK (Windows AIK) のインストール 

バックアップ サーバにWindows ADK (もしくは Windows AIK) をインストールします。 

インストール機能の選択画面で [Deployment Tools] と [Windows Preinstallation Environment (Windows PE)] にチ

ェックを付けて導入します。 

 

 

 

 

 

 

インターネット接続が許可されていないマシンに Windows ADK を導入する場合は、インターネット接続が

できるマシンで Windows ADK のダウンロードとセットアップを実行し、セットアップ選択メニューで [個別の

コンピュータにインストールするために アセスメント ＆ デプロイメント キット をダウンロードします] にて関

連ファイルのダウンロードをまず行ってください。 

関連ファイルのダウンロード後、ダウンロード先フォルダにあるセットアップ モジュールでインターネット接続

なしの環境に Windows ADK を導入します。詳細は下記 URL を参照してください。 

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/hh825494.aspx 

 

 

http://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=30652
http://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=5753
http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/hh825494.aspx
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5.3 Disaster Recovery Option の復旧メディア作成 

Disaster Recovery Option のブート キット ウィザードを使用し、復旧メディアを作成します。復旧対象マシンの OS が

32bit と 64bit 両方ある場合は、32bit 用と 64bit 用をそれぞれ作成します。 

復旧メディアを作成するには、ARCserve Backup のインストール メディアも必要になります。あらかじめ

DVD ドライブに ARCserve Backup のインストール メディアを挿入しておきます。 

 

5.3.1 ブートキット ウィザードの起動 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある青いバーで [ユーティリティ] をクリックし、展開されたメニューから 

[ブートキット ウィザード] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.2 ARCSERVE BACKUP アカウント指定 

ARCserve Backup の管理者アカウント(本ガイドでは caroot を指定)とパスワードを入力し、[次へ] をクリックします。 
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5.3.3 復旧メディア作成の選択 

CD/DVD ブートを行うための復旧用メディアを作成するため、[WinPE DR イメージをカスタマイズする] を選択します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.4 OS プラットフォームと ISO イメージ作成先の選択 

復旧マシンの OS プラットフォームに応じて、32 ビット OS (x86) か 64 ビット OS (x64) を選択します。作成先を確

認し、[次へ] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32/64 ビット両方ともある場合は、片方のイメージを作成後にもう 1度ブートキット ウィザードから残る

イメージを作成し、各 OS プラットフォーム用の 2種類のイメージを作成します。(復旧メディアは

32/64 ビットの OS プラットフォームが同じであれば、1 枚作成すると複数のマシンで利用できます。) 
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5.3.5 ARCSERVE BACKUP のインストール メディアの指定 

DVD ドライブに ARCserve Backup のインストール メディアが入っていない場合は、メディアを挿入して [次へ] をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.6 復旧メディアへのドライバ統合の選択 

復旧メディアにネットワーク ドライバや RAID ドライバ、iSCSI のイニシエータを組み込めます。本ガイドでは

[NIC/SCSI/FC/RAID ドライバを統合する] にチェックが付いたまま [次へ] をクリックします。 

(iSCSI を利用環境(クラスタ環境など)では、[Microsoft iSCSI イニシエータを統合する] にもチェックを付けます。) 
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5.3.7 ドライバ追加 

Disaster Recovery Option の惨事復旧情報には、各マシンのドライバが含まれています。[NIC/SCSI/FC/RAID ドラ

イバを統合する] が選択されたことにより、ブートキット ウィザードではバックアップ サーバやネットワーク上のマシン

のドライバを自動的に選択します。その他のドライバを追加する場合は、[ドライバの追加] ボタンで追加できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

惨事復旧情報は、マシン全選択でバックアップすると作成されます。ドライバを組み込む場合はバッ

クアップを行ってから復旧メディアを作成すると、各マシンのドライバが自動的に復旧メディアに組み

込まれます。 

(64 ビット OS のバックアップ サーバでは、惨事復旧情報は 

C:\Program Files (x86)\CA\ARCserve Backup\DR フォルダに格納されます。) 

5.3.8 イメージ作成 

[OK] をクリックし、ISO イメージを作成します。 

 

 

 

 

 

5.3.9 ISO イメージからメディア作成 

[完了] をクリックし、ISO イメージのデータからメディアを作成しておきます。 

 

 

 

 



 

 

CA ARCserve Backup: DATA DOMAIN を利用したバックアップ&リカバリ手順 

 

Page: 22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライティング ソフトを利用し、ISO イメージから復旧メディアを作成します。DATA DOMAIN の複製先でも復旧メディ

アが必要となるため、自サイト分とリカバリサイト分のメディアを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ARCserve Backup 
Disaster Recovery 

r16.5 
 

 

 

x64 復旧メディア 

201x/xx/xx 作成 
(Build 7106) 
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6. リカバリサイトでの惨事復旧 

サイト障害が発生した場合は、リカバリサイトに複製されたバックアップ データを使い、リカバリサイト内で復旧処理を実施し

ます。ARCserve Backup の Disaster Recovery Option では、P2V や V2V など仮想環境にも復元できます。 

6.1 復旧準備 

6.1.1 復旧メディアの用意 

あらかじめ送付 (もしくはコピー) されていた Disaster Recovery Option の復旧メディアを準備します。 

復旧メディアに復旧先マシンのハードディスク系 (RAID など) のドライバやネットワーク ドライバが入っていないと

復旧処理を進められないため、この 2 つのドライバは用意しておきます。 

復旧メディアの作成時に各ドライバを導入している場合は、復旧メディア内にドライバが存在するた

め、用意する必要はありません。 

6.1.2 DATA DOMAIN の複製設定解除 

DATA DOMAIN で複製先に指定されているフォルダは権限が足りないため、マシン復旧時は DATA DOMAIN の

Replication 設定を削除します。 

ブラウザでリカバリサイトの DATA DOMAIN にログオンし、Replication メニューから arcserve フォルダと replica フ

ォルダのペア設定にチェックを付けて、[Delete Pair] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[Disable Pair] を選択するとバックアップ データのアクセスで権限が足りず、Disaster Recovery 

Option の惨事復旧処理が進められません。 必ず [Delete Pair] を選択してください。 
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6.2 バックアップ サーバの復旧処理 

6.2.1 復旧メディアからブート 

CD/DVD ドライブに復旧メディアをセットし、Disaster Recovery Option の復旧メディアを使ってマシンをブートし

ます。 

ハードディスクにシステムがすでに入っている場合は、“Press any key to boot from CD or DVD..” のメッセー

ジが表示されるため、何かキーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハードディスクにシステムが入っていないノードでは、このメッセージは表示されずに CD/DVD

からシステムが自動起動します。 

 

6.2.2 言語の選択 

日本語を選択し、[次へ] をクリックします。 
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6.2.3 ネットワークの設定 

画面左下に表示されている IP アドレスを確認し、リカバリサイトの DATA DOMAIN と通信できない IP アドレスが設

定されている場合は、手動で IP アドレスを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) ネットワークの設定 

IP アドレスを指定するため、画面左下の [ユーティリティ] をクリックし、[ネットワークの設定] を選択します。 

 

 

 

 

 

(イ) IP アドレスの入力 

リカバリサイト内の DATA DOMAIN と通信可能な IP アドレスとサブネット マスクを入力し、[OK] をクリックし

ます。 
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6.2.4 復旧情報の参照 

リカバリサイトに複製した惨事復旧情報にアクセスします。 

(ア) リカバリサイトの DATA DOMAIN のパス指定 

 [任意の場所から DR 情報を選択する] が選択された状態で、リカバリサイトの DATA DOMAIN の惨事復

旧用フォルダ (\\リカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\backup\replica\msd)を指定し、右矢印

ボタンをクリックします。 
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(イ) DATA DOMAIN のアカウント指定 

DATA DOMAIN の sysadmin アカウント情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウ) 復旧マシン (バックアップ サーバ) フォルダの選択 

惨事復旧フォルダが表示されたら、バックアップ サーバのコンピュータ名が付いたフォルダをダブルクリック

で選択します。 
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[次へ] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.5 レジストリ情報の編集 

惨事復旧情報にはレジストリ情報が含まれ、バックアップ装置の情報が入っています。障害が発生したサイトに

ある DATA DOMAIN にアクセスできないため、テープ エンジン サービスの起動が失敗となります。 

(テープ エンジン サービスが起動できる場合でも、リカバリサイトで惨事復旧を実施するため、この後のレジストリ

編集ステップを行います。) 
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(ア) 実行メニューの起動 

画面左下の [ユーティリティ] をクリックし、[実行] を選択します。 

 

 

 

 

 

(イ) レジストリ エディタの起動 

名前に regedit  と入力し、[OK] をクリックします。 

 

 

 

 

 

(ウ) 1つ目のファイル システム デバイス該当キーへの移動 

HKEY_LOCAL_MACHINE を展開し、更に以下のフォルダまで順次展開します。 

SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCserve Backup\Base\TapeEngine\FSDSetup\RM1 
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(エ) ファイル システム デバイスのパス変更 

RM1 の中にある DosDeviceName をダブルクリックし、障害サイトにあるファイル システム デバイスからリカ

バリサイトにあるファイル システム デバイスに値を変更します。 

障害サイト: 本ガイドでは、\\障害発生サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\arcserve\fsd1 

 

 

 

 

 

 

リカバリサイト: 本ガイドでは、\\リカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\backup\replica\fsd1 

 

 

 

 

 

 

(オ) DATA DOMAIN の IP アドレス変更 

同じく RM1 の中にある HostIP をダブルクリックし、障害サイトにある DATA DOMAIN からリカバリサイトにあ

る DATA DOMAIN の IP アドレスに変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(エ)の DosDeviceName と (オ)の HostIP は値を間違えると惨事復旧処理の途中でメディア マウン

ト要求が表示され、処理が継続できなくなります。パスや IP アドレスが間違いないかよく確認します。 
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(カ) 2 つ目のファイル システム デバイスの修正 

RM1 の下にある RM2 フォルダに移動し、前述(エ)と(オ)のレジストリをリカバリサイトにある 2 つ目のファイ

ル システム デバイスの情報に書き換えます。 

DosDeviceName: \\リカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\backup\replica\fsd2 

HostIP: リカバリサイトにある DATA DOMAIN の IP アドレス 

他にもファイル システム デバイスがある場合は、同様に DosDeviceName と HostIP を書き換えます。 

(キ) レジストリ エディタの終了 

編集内容を確認後、右上の☓をクリックし、レジストリ エディタを終了します。 

6.2.6 テープ エンジン サービス再起動 

編集したレジストリを有効にするため、Ctrl + M もしくは画面下部にある ここをクリック をクリックし、テープ エンジ

ン サービスを再起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リカバリサイトの情報でテープ エンジン サービスが起動します。 

[次へ] をクリックし、バックアップ データからのリストア ステップに進みます。 
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6.2.7 バックアップ データからのリストア 

リカバリサイトに複製された DATA DOMAIN の惨事復旧情報を使っているため、最新のバックアップ 情報が表

示されます。リストセッション リストを確認し、そのまま [次へ] をクリックします。 
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サマリ情報の画面が表示されます。そのまま [開始] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

惨事復旧情報に入っているパーティション情報を使ってバックアップ サーバの区画が割り当てられます。フォー

マット後に自動的にリストアに進みます。 

リストア後に自動再起動をする場合は、そのまま処理が完了するのを待ちます。手動再起動をする場合は、画

面下部にある [すべてのセッションが正常にリストアされたら自動的に再起動する] のチェックを外します。(この

チェックはリストア中であればいつでも外せます。) 
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6.2.8 ARCSERVE データベースの回復処理 

リストア完了後、起動してきた OS にログオンするとデータベース回復ウィザードの画面が表示されます。リカバリ

サイトの IP アドレスに変更するため、データベース回復ウィザードは一旦キャンセルします。(キャンセルしないと

Windows のスタート メニューが表示されません。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログオン後しばらくすると再起動要求が出る場合がありますが、復旧処理中のため、あとで再起動

を選択しておきます。 
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(ア) IP アドレスの変更 

ネットワークの設定で復旧したバックアップ サーバの IP アドレスをリカバリサイト用のアドレスに変更します。 

DNS がある場合は、DNS にも登録しておきます。 

(イ) データベース回復ウィザードの起動 

OS のスタート メニューから [CA] – [CA ARCserve Backup] – [データベース回復ウィザード] と辿り、起

動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ウ) OS アカウントの指定 

OS アカウントを指定し、[次へ] をクリックします。 
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(エ) CAROOT のパスワード指定 

caroot のパスワードを指定し、[OK] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(オ) デバイス環境設定の起動 

ファイル システム デバイスの情報が障害サイトの DATA DOMAIN になっているため、[デバイス環境設

定] をクリックし、ファイル システム デバイスのパスとアカウント情報を変更します。 
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 [デバイス環境設定] 画面にて [ディスク ベース デバイス] を選択し、[次へ] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デバイス環境設定を操作するため、再度 ARCserve Backup の管理アカウント (caroot) を指定し、[次へ] 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログオン サーバの画面でそのまま [次へ] をクリックします。 

(カ) ファイル システム デバイスのパス変更 

2 つのファイル システム デバイスのパスを障害発生サイトからリカバリサイトの DATA DOMAIN に変更しま

す。FSD1 および FSD2 の [データ ファイルの場所] をクリックし、パスを書き換えます。 

(DATA DOMAIN に作成した複数のファイル システム デバイスで ARCserve Backup の並列処理を実施

する場合は、前述 2.1.2 の方法で先にリカバリサイトの DATA DOMAIN で各ファイル システム デバイスの

データ格納先フォルダに共有を設定し、作成した共有フォルダをパスに指定します。) 

\\障害発生サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\arcserve\fsd1 

\\障害発生サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\arcserve\fsd2 
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\\リカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\backup\replica\fsd1 

\\リカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\backup\replica\fsd2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(キ) リカバリサイトの DATA DOMAIN のアカウント指定 

FSD1 を選択した状態で、[セキュリティ] ボタンをクリックします。 

[ドメイン] の項目をリカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレスに書き換えます。同様に FSD2 を選択し

た状態で、[セキュリティ] ボタンをクリックし、[ドメイン] の項目を書き換えます。 
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(ク) デバイス環境設定の終了 

すべてのファイル システム デバイスで DATA DOMAIN の IP 編集後、[次へ] ボタンをクリックします。 

その後、確認画面で [終了] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ケ) バックアップ データ選択 

リストにある復旧ポイントから、一番新しいバックアップ時間のデータを選択し、[次へ] をクリックします。(差

分バックアップの場合は、関連するフルバックアップのデータも一緒に選択されます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの ARCserve データベースを利用している場合、増分バックアップ未対応のデ

ータベース形式で構成されているため、増分バックアップでスケジュールを作成しても

ARCserve データベース部分では差分バックアップが代わりに実施されます。 
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(コ) 回復処理の完了 

ARCserve データベースの回復処理が完了したら、[完了] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(サ) OS 再起動 (OS ログオン後に再起動要求メッセージが表示された場合のみ) 

OS を再起動します。 

6.2.9 バックアップ スケジュール ジョブの編集 

Disaster Recovery での惨事復旧後、スケジュールの調整を行います。 

(ア) ジョブ ステータス マネージャの起動 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある [クイック スタート] から [ジョブ ステータス マネージャ] を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

(イ) クラッシュ ジョブのスケジュール変更 

惨事復旧処理を実施すると、ジョブ キューの中に [前回の結果] が ”クラッシュ” となっているスケジュー

ルがあります。このスケジュールがホールド状態となっているため、日付調整とステータス変更を行います。 

ARCserve Backup ではジョブ ステータスに表示されるジョブ キューのバックアップを行っ

ていますが、実行中のスケジュール ジョブも対象に含まれます。惨事復旧処理により実

行中だったスケジュール キューも復旧されますが、復旧時にはジョブが終わっているため、

[前回の結果] が “クラッシュ” になります。 
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クラッシュとなったジョブが次回いつ動くジョブかをまず確認します。(ジョブ名から判断するか、他のスケジ

ュール ジョブの実行日時などから判断します。) 

次回実行する日時を確認したら、クラッシュとなったジョブ上で右クリック メニューを表示し、[ジョブの再ス

ケジュール] を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラッシュ状態のジョブはホールドになるため、ステータスを変更しないと実行されなくなります。[ジョブ ス

テータス] を “レディ” に、[実行日] に次回実行日を指定し、[OK] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

ジョブ ステータスと実行日を変更しても、”クラッシュ” は前回の結果であるため、残ったま

まになります。指定した日付にジョブが実行されれば、前回の結果が上書きされます。 

6.2.10 惨事復旧情報の複製先変更 

惨事復旧情報は障害発生サイトの DATA DOMAIN に複製を設定しているため、リカバリサイトの DATA DOMAIN に

変更します。 

(ア) リカバリサイト側の DATA DOMAIN フォルダ共有 

前述 2.1.2 の方法でリカバリサイトの DATA DOMAIN に複製されている MSD フォルダに共有を設定します。 

(イ) ブートキット ウィザードの起動 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある青いバーで [ユーティリティ] をクリックし、展開されたメニュ

ーから [ブートキット ウィザード] をクリックします。 
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(ウ) 複製設定の変更 

画面起動後、左下にある [環境設定] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リカバリサイトの DATA DOMAIN の情報と障害発生サイトから複製された惨事復旧用フォルダを指定し、

[OK] をクリックします。 

複製先サーバ名: リカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレス 

Windows ドメイン: リカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレス 

ユーザ名: リカバリサイトの DATA DOMAIN の sysadmin アカウント 

パスワード: sysadmin のパスワード 

パス (共有名を含む): 本ガイドでは msd 

パスには共有フォルダのフォルダ名のみ指定します。共有フォルダ内に複製用のサブフォ

ルダを作成している場合は、\マークを付けて続けて指定します。 
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 [OK] をクリックすると [復旧情報の複製先] 画面が閉じるので、その後は [キャンセル] をクリックし、ブー

ト キット ウィザードを終了します。 

6.2.11 アーカイブ ビットの調整 (任意) 

差分/増分バックアップ運用を行っている場合、バックアップ後に各ファイルでアーカイブ ビットのクリアが行われ

ますが、最新日付のバックアップ データはアーカイブ ビットが反映される前のファイルがバックアップされていま

す。このため、惨事復旧でリストアしても、最新セッションのデータに関してはビットのクリアが行われていません。 

惨事復旧処理でフルバックアップ セッションのみがリストアされている場合(増分運用の環境では、惨事復旧処

理に増分セッションが含まれる場合も含みます)、次回行われるバックアップの容量が多少増加します。 

アーカイブ ビットを手動でクリアする場合は、attrib コマンドを実行します。(実行する場合は、データ ドライブのみ

実行します。) 

E ドライブ全体にでアーカイブ属性を全てクリアする場合 

 

 

 

この後は全リモート マシンの復旧後に後述 6.4 のステップで IP アドレスを変更したスケジュールの確認を行います。 
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6.3 ネットワーク上のマシン (リモート マシン) の復旧処理 

リモート マシンの復旧はバックアップ サーバとほぼ同じ内容になりますが、ファイル システム デバイスや ARCserv デ

ータベースなどの修正や復旧が不要なため、より簡単に復旧できます。 

6.3.1 復旧メディアからブート 

リモート マシンの CD/DVD ドライブに復旧メディアをセットし、Disaster Recovery Option の復旧メディアを使っ

てマシンをブートします。 

ハードディスクにシステムがすでに入っている場合は、“Press any key to boot from CD or DVD..” のメッセー

ジが表示されるため、何かキーを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハードディスクにシステムが入っていないノードでは、このメッセージは表示されずに CD/DVD

からシステムが自動起動します。 

 

6.3.2 言語の選択 

日本語を選択し、[次へ] をクリックします。 
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6.3.3 ネットワークの設定 

画面左下に表示されている IP アドレスを確認し、復旧させたバックアップ サーバやリカバリ サイトの DATA 

DOMAIN と通信できない IP アドレスが設定されている場合は、手動で IP アドレスを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(エ) ネットワークの設定 

IP アドレスを指定するため、画面左下の [ユーティリティ] をクリックし、[ネットワークの設定] を選択します。 

 

 

 

 

 

(オ) IP アドレスの入力 

バックアップ サーバやリカバリサイト内の DATA DOMAIN と通信可能な IP アドレスとサブネット マスクを入

力し、[OK] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 



 

 

CA ARCserve Backup: DATA DOMAIN を利用したバックアップ&リカバリ手順 

 

Page: 46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3.4 復旧情報の参照 

バックアップ サーバや複製設定したリカバリサイトの DATA DOMAIN にある惨事復旧情報にアクセスします。 

(ア) バックアップ サーバの名前指定 

 [バックアップ サーバ/復旧情報の複製先の DR情報を選択する] を選択し、バックアップ サーバのコンピ

ュータ名を入力後、右矢印ボタンをクリックします。 
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(イ) 復旧情報の選択 

復旧対象マシンのコンピュータ名から、最新のバックアップ時間の復旧情報を選択し、[次へ] をクリックし

ます。(DATA DOMAIN にある復旧情報が使用されます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じコンピュータ名の情報が 2 つずつ表示されますが、バックアップ サーバの復旧後に複製先

設定を修正したため、障害サイトから複製されていたリカバリサイト内の復旧情報も表示されます。

（上がバックアップ サーバのローカルディスクにある復旧情報、下が複製先で指定した DATA 

DOMAIN にある復旧情報です。） 

バックアップ時間が異なりますが、復旧情報はバックアップ後に作成されます。バックアップ サ

ーバ内の復旧情報はバックアップ データから復元された情報のため、1 つ前の情報になります。 

 

(ウ) DATA DOMAIN のアカウント指定 

リカバリサイトの DATA DOMAIN の sysadmin アカウント情報を入力します。 
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(エ) CLIENT AGENT サービスの確認 

Client Agent サービスが開始されるとバックアップ サーバに接続されます。[次へ] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3.5 バックアップ データからのリストア 

リカバリサイトに複製された DATA DOMAIN の惨事復旧情報を使っているため、最新のバックアップ 情報が表

示されます。リストセッション リストを確認し、そのまま [次へ] をクリックします。 
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サマリ情報の画面が表示されます。そのまま [開始] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

惨事復旧情報に入っているパーティション情報を使ってバックアップ サーバの区画が割り当てられます。フォー

マット後に自動的にリストアに進みます。 

リストア後に自動再起動をする場合は、そのまま処理が完了するのを待ちます。手動再起動をする場合は、画

面下部にある [すべてのセッションが正常にリストアされたら自動的に再起動する] のチェックを外します。(この

チェックはリストア中であればいつでも外せます。) 
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6.3.6 IP アドレスの変更 

リストア完了後、起動してきた OS にログオンし、復旧したリモート マシンの IP アドレスをリカバリサイト用のアドレス

に変更します。 

DNS がある場合は、DNS にも登録しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3.7 アーカイブ ビットの調整 (任意) 

差分/増分バックアップ運用を行っている場合、バックアップ後に各ファイルでアーカイブ ビットのクリアが行われ

ますが、最新日付のバックアップ データはアーカイブ ビットが反映される前のファイルがバックアップされていま

す。このため、惨事復旧でリストアしても、最新セッションのデータに関してはビットのクリアが行われていません。 

惨事復旧処理でフルバックアップ セッションのみがリストアされている場合(増分運用の環境では、惨事復旧処

理に増分セッションが含まれる場合も含みます)、次回行われるバックアップの容量が多少増加します。 

アーカイブ ビットを手動でクリアする場合は、attrib コマンドを実行します。(実行する場合は、データ ドライブのみ

実行します。) 

E ドライブ全体にでアーカイブ属性を全てクリアする場合 

 

 

 

 

 

リモート マシンの復旧はこれで終わりになります。(リモート マシンが複数ある場合は、6.3 のステップを繰り返します。) 
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6.4 全マシン復旧後の処理 

復旧したマシンでリカバリ サイト用の IP アドレスを振り直した場合、登録済みのバックアップ スケジュールが動くか確認

します。 

6.4.1 プレフライト チェックによる確認 

プレフライト チェック機能を使い、何等かの原因でスケジュールの失敗があるか事前チェックを行います。 

(ア) ジョブ ステータス マネージャの起動 

プレフライト チェックはジョブ ステータスでチェックします。 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある [クイック スタート] から [ジョブ ステータス マネージャ] を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

(イ) プレフライト チェックの実行 

スケジュール ジョブを選択し、右クリック メニューから [プレフライト チェック] を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレフライト チェックが失敗した場合は、[詳細] をクリックし、レポートを確認します。(成功した場合は、バ

ックアップ サーバからリモート マシンへアクセスできるため、他のノードを選択しているスケジュールが無け

れば処理完了になります。) 
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リモート マシンで ”不適格” と表示されている場合は、コンピュータ名やアカウント情報を変更していなけれ

ば、ネットワークか Client Agent のサービス中止が要因になります。 

後述 6.4.2 および 6.4.3 のステップで設定を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.4.2 CLIENT AGENT のサービス稼働確認 (プレフライト チェック失敗時のみ) 

プレフライト チェックで不適格となったリモート マシンで OS のサービス画面を開き、以下のサービスが稼働中と

なっているか確認します。停止している場合は起動します。 

CA ARCserve Universal Agent 

6.4.3 ネットワークの設定確認 (プレフライト チェック失敗時のみ)  

ネットワークはリモート マシンやバックアップ サーバの IP アドレスと DNS レコードを確認します。 

(ア) リモート マシンの IP アドレスの確認 

プレフライト チェックで不適格となったリモート マシンで IP アドレスを確認します。 

(イ) バックアップ サーバの IP アドレスの確認 

バックアップ サーバ側の IP アドレスも確認します。 

(ウ) バックアップ サーバの HOTS ファイルの確認 

Hosts ファイルに障害発生サイトの IP アドレスが指定されていないか、確認します。 

(エ) DNS の確認 (DNS がある場合) 

① DNS レコードの確認 

リモート マシンおよびバックアップ サーバのレコードの IP アドレスを確認します。 

② バックアップ サーバのキャッシュ クリア 

DNS のキャッシュが残っている可能性があるため、バックアップ サーバで ipconfig コマンドを実行し、

flushdns でキャッシュをクリアします。 
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DNS を使っていない環境で、リモート マシンやバックアップ サーバに正しい IP アドレスを入

れていても通信ができない場合は、nbtstat -R コマンドをバックアップ サーバで実行してく

ださい。 

6.4.4 プレフライト チェックの再実行 (プレフライト チェック失敗時のみ) 

サービスや IP アドレスの確認後、プレフライト チェックを再度実行し、成功を確認します。 

異なるマシンをバックアップ対象データに含めているスケジュールがあれば、そちれもプレフライト チェックで確

認しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でリカバリサイトでの惨事復旧はすべて終了になります。 
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7. 障害サイト復旧時の処理 

障害発生サイトの復旧後、リカバリサイト側で運用しているサーバを元のサイトに戻します。(リカバリサイトでの運営で問題

ない場合、この章のステップは不要です。) 

7.1 移行用の復旧データ作成 

稼働中のリカバリサイトから移行するため、増分バックアップやフルバックアップなどを実施して移行直前状態のデータ

を用意します。(本ガイドでは増分バックアップを実施します。) 

7.1.1 サービス停止 (全リモート マシン＆バックアップ サーバ) 

バックアップ中やバックアップ後のデータ更新を防ぐため、バックアップ前に全リモート マシンおよびバックアップ 

サーバで Server サービスと各種アプリケーション サービスを停止します。(ARCserve Backup の関連サービス

は停止しません。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リモート マシンやバックアップ サーバで Server サービスを停止しても、ARCserve Backup と Client 

Agent は通信ができます。 

 

7.1.2 増分バックアップの実施 

ARCserve Backup のマネージャ画面を起動し、即実行の増分バックアップ ジョブを作成します。書込み先は

直近で使っているファイル システム デバイス側を指定し、メディアに追記します。 

(ア) バックアップ マネージャの起動 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある [クイック スタート] から [バックアップ マネージャ] をクリッ

クします。 
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(イ) スタート タブの設定 

ファイル システム バックアップを利用するため、スタート タブはデフォルトの [標準バックアップ] のまま進

めます。 

(ウ) ソース タブの設定 

Client Agent を展開し、復旧対象マシンを全選択 (復旧対象のノード左側にある緑色のボックスをクリック

して塗りつぶします) します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

復旧対象マシンを部分選択する場合は、グローバル オプションの [拡張] タブで [一部だ

け選択されたノードの復旧情報を作成する] をチェックしておきます。(フィルタの設定を行

っている場合は、同じ [拡張] タブにある [リストア セッション情報の生成時にフィルタされ

たセッションを含める] にチェックをしておきます。) 

(エ) スケジュール タブの設定 

1 回のみ実行するため、バックアップ方法を増分に変更します。 
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(オ) デスティネーション タブの設定 

直近のバックアップで利用されたファイル システム デバイスを選択します。(本ガイドでは 2 つ目の DATA 

DOMAIN2 と仮定します。) 

デバイス グループ: 左ペインから DD2 を選択 (メディア DATA DOMAIN2 もクリック) 

 

 

 

 

 

 

直近のバックアップで利用されたファイル システム デバイスは、ジョブ ステータスのジョブ ロ

グやアクティビティ ログなどで確認できます。 

(カ) バックアップ ジョブのサブミット 

画面上部にある [サブミット] ボタンをクリックし、スケジュール ジョブのサブミット(登録)作業を行います。 

ジョブ実行時刻は即実行のまま進めます。(ジョブ名を変更は任意) 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1.3 サーバをシャットダウン 

バックアップ完了後、リカバリサイトで運営していた全サーバをシャットダウンします。(もしくはネットワークを無効

にします。) 

7.2 元サイトへの復旧準備 

7.2.1 復旧メディアの用意 

Disaster Recovery Option の復旧メディアを準備します。(消失している場合は、リカバリサイトにある復旧メディ

アを複製し、あらかじめ元サイトに送付しておきます。) 

復旧メディアに復旧先マシンのハードディスク系 (RAID など) のドライバやネットワーク ドライバが入っていないと

復旧処理を進められないため、この 2 つのドライバは用意しておきます。 
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Disaster Recovery の復旧メディアに該当のドライバが組み込まれている場合は、各ドライバを用意

する必要はありません。 

7.2.2 元サイトへのバックアップ データ複製 

(ア) 元サイトに複製用フォルダ作成 

元サイトの DATA DOMAIN にアクセスし、backup フォルダの下に arcserve フォルダを作成します。 

(イ) 複製の実行 

ブラウザで DATA DOMAIN にアクセスし、Replication メニューにある [Create Pair] をクリックします。バッ

クアップ先として利用しているリカバリサイトの複製先フォルダ (replica フォルダ) から、元のサイトにある

DATA DOMAIN バックアップ先フォルダ (arcserve フォルダ) に向け Replication 設定を行います。 

replica フォルダ内に MSD フォルダを作成していない場合は、MSD フォルダも複製します。 

7.2.3 複製設定の解除 

複製が完了したら、元サイトの DATA DOMAIN に複製されたバックアップ データを使って惨事復旧処理を実行

するため、DATA DOMAIN の Replication 設定を削除します。 

ブラウザでリカバリサイトの DATA DOMAIN にログオンし、Replication メニューから replica フォルダと arcserve

フォルダのペア設定にチェックを付けて、[Delete Pair] をクリックします。MSD フォルダも個別に複製設定して

いる場合は、MSD フォルダも複製を解除します。 

7.2.4 共有設定 

Data Management メニューから Shares タブをクリックし、 [Create] をクリックします。複製を行った arcserve

フォルダと、arcserve フォルダ内にある MSD フォルダに共有を設定します。 

DATA DOMAIN に作成した複数のファイル システム デバイスで ARCserve Backup の並列処理を実施する場

合は、各ファイル システム デバイスのデータ格納先フォルダにも共有を設定します。 

7.3 元サイトでバックアップ サーバの復旧処理 

リカバリサイトで運用していたサーバを元サイトへ復旧するため、DATA DOMAIN の IP アドレスやパスを元サイトの情報

に戻しながら進めます。(このステップの画面ショットは間違えやすいステップのみ掲載しています。) 

7.3.1 復旧メディアからブート 

CD/DVD ドライブに復旧メディアをセットし、Disaster Recovery Option の復旧メディアを使ってマシンをブートし

ます。 

7.3.2 言語の選択 

日本語を選択し、[次へ] をクリックします。 

7.3.3 ネットワークの設定 

画面左下に表示されている IP アドレスを確認し、元サイトの DATA DOMAIN と通信できない IP アドレスが設定さ

れている場合は、手動で IP アドレスを指定します。 
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IP アドレスを指定するため、画面左下の [ユーティリティ] をクリックし、[ネットワークの設定] を選択し、元サイト

内の DATA DOMAIN と通信可能な IP アドレスとサブネット マスクを指定します。 

 

 

 

 

 

7.3.4 復旧情報の参照 

元サイトに複製された惨事復旧情報にアクセスします。 

(ア) 元サイトの DATA DOMAIN のパス指定 

 [任意の場所から DR 情報を選択する] が選択された状態で、元サイトの DATA DOMAIN の惨事復旧用

フォルダ (\\元サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\msd) を指定し、右矢印ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

(イ) DATA DOMAIN のアカウント指定 

DATA DOMAIN の sysadmin アカウント情報を入力します。 

(ウ) 復旧マシン (バックアップ サーバ) フォルダの選択 

バックアップ サーバのコンピュータ名が付いたフォルダをダブルクリックで選択し、[次へ] をクリックします。 
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7.3.5 レジストリ情報の編集 

元サイトの DATA DOMAIN のバックアップ データにアクセスするため、テープ エンジン サービスの開始状態に

関係なく、レジストリを編集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リカバリサイトの DATA DOMAIN に接続できる場合、テープ エンジン サービスは開始できますが、

元サイトに複製したバックアップ データを使って復旧処理を行うため、レジストリ編集で元サイトのフ

ァイル システム デバイスに変更します。 

(ア) 実行メニューの起動 

画面左下の [ユーティリティ] をクリックし、[実行] を選択します。 

 

 

 

 

(イ) レジストリ エディタの起動 

名前に regedit  と入力し、[OK] をクリックします。 
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(ウ) 1 つ目のファイル システム デバイス該当キーへの移動 

HKEY_LOCAL_MACHINE を展開し、更に以下のフォルダまで順次展開します。 

SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCserve Backup\Base\TapeEngine\FSDSetup\RM1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(エ) ファイル システム デバイスのパス変更 

RM1 の中にある DosDeviceName をダブルクリックし、リカバリサイトにあるファイル システム デバイスから

元サイトにあるファイル システム デバイスに値を変更します。 

元サイト: 本ガイドでは、\\元サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\arcserve\fsd1 

 

 

 

 

 

 

(オ) DATA DOMAIN の IP アドレス変更 

同じく RM1 の中にある HostIP をダブルクリックし、リカバリサイトにある DATA DOMAIN から元サイトにある

DATA DOMAIN の IP アドレスに変更します。 
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(エ)の DosDeviceName と (オ)の HostIP は値を間違えると惨事復旧処理の途中でメディア マウン

ト要求が表示され、処理が継続できなくなります。パスや IP アドレスが間違いないかよく確認します。 

(カ) 2 つ目のファイル システム デバイスの修正 

RM1 の下にある RM2 フォルダに移動し、前述(エ)と(オ)のレジストリを元サイトにある 2 つ目のファイル シ

ステム デバイスの情報に書き換えます。 

DosDeviceName: \\元サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\arcserve\fsd2 

HostIP: 元サイトにある DATA DOMAIN の IP アドレス 

他にもファイル システム デバイスがある場合は、同様に DosDeviceName と HostIP を書き換えます。 

(キ) レジストリ エディタの終了 

編集内容を確認後、右上の☓をクリックし、レジストリ エディタを終了します。 

7.3.6 テープ エンジン サービス再起動 

編集したレジストリを有効にするため、Ctrl + M もしくは画面下部にある ここをクリック をクリックし、テープ エンジ

ン サービスを再起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元サイトの情報でテープ エンジン サービスが起動します。 

[次へ] をクリックし、バックアップ データからのリストア ステップに進みます。 

7.3.7 バックアップ データからのリストア 

リストセッション リストを確認し、そのまま [次へ] をクリックします。 
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サマリ情報の画面が表示されます。そのまま [開始] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

惨事復旧情報に入っているパーティション情報を使ってバックアップ サーバの区画が割り当てられます。フォー

マット後に自動的にリストアに進みます。 

リストア後に自動再起動をする場合は、そのまま処理が完了するのを待ちます。手動再起動をする場合は、画

面下部にある [すべてのセッションが正常にリストアされたら自動的に再起動する] のチェックを外します。(この

チェックはリストア中であればいつでも外せます。) 
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7.3.8 ARCSERVE データベースの回復処理 

リストア完了後、起動してきた OS にログオンするとデータベース回復ウィザードの画面が表示されます。元サイト

の IP アドレスに変更するため、データベース回復ウィザードは一旦キャンセルします。(キャンセルしないと

Windows のスタート メニューが表示されません。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログオン後しばらくすると再起動要求が出る場合がありますが、復旧処理中のため、あとで再起動

を選択しておきます。 

(ア) IP アドレスの変更 

ネットワークの設定で復旧したバックアップ サーバの IP アドレスを元サイト用のアドレスに変更します。 

DNS がある場合は、DNS にも登録しておきます。 

(イ) データベース回復ウィザードの起動 

OS のスタート メニューから [CA] – [CA ARCserve Backup] – [データベース回復ウィザード] と辿り、起

動します。 

(ウ) OS アカウントの指定 

OS アカウントを指定し、[次へ] をクリックします。 

(エ) CAROOT のパスワード指定 

caroot のパスワードを指定し、[OK] をクリックします。 

(オ) デバイス環境設定の起動 

ファイル システム デバイスの情報が障害サイトの DATA DOMAIN になっているため、[デバイス環境設

定] をクリックし、ファイル システム デバイスのパスとアカウント情報を変更します。 
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 [デバイス環境設定] 画面にて [ディスク ベース デバイス] を選択し、[次へ] をクリックします。 

デバイス環境設定を操作するため、再度 ARCserve Backup の管理アカウント (caroot) を指定し、[次へ] 

をクリックします。 

ログオン サーバの画面でそのまま [次へ] をクリックします。 

(カ) ファイル システム デバイスのパス変更 

2 つのファイル システム デバイスのパスをリカバリサイトから元サイトの DATA DOMAIN に変更します。

FSD1 および FSD2 の [データ ファイルの場所] をクリックし、パスを書き換えます。各ファイル システム 

デバイスで共有を設定している場合は、それぞれの共有フォルダを指定します。 

\\リカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\backup\replica\fsd1 

\\リカバリサイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\backup\replica\fsd2 

 

\\元サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\arcserve\fsd1 

\\元サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス\arcserve\fsd2 
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(キ) 元サイトの DATA DOMAIN のアカウント指定 

FSD1 を選択した状態で、[セキュリティ] ボタンをクリックします。 

[ドメイン] の項目を元サイトの DATA DOMAIN の IP アドレスに書き換えます。同様に FSD2 を選択した状

態で、[セキュリティ] ボタンをクリックし、[ドメイン] の項目を書き換えます。 

 

 

 

 

 

 

(ク) デバイス環境設定の終了 

すべてのファイル システム デバイスで DATA DOMAIN の IP 編集後、[次へ] ボタンをクリックします。 

その後、確認画面で [終了] ボタンをクリックします。 

(ケ) バックアップ データ選択 

リストにある復旧ポイントから、一番新しいバックアップ時間のデータを選択し、[次へ] をクリックします。(差

分バックアップの場合は、関連するフルバックアップのデータも一緒に選択されます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デフォルトの ARCserve データベースを利用している場合、増分バックアップ未対応のデ

ータベース形式で構成されているため、増分バックアップでスケジュールを作成しても

ARCserve データベース部分では差分バックアップが代わりに実施されます。 

(コ) 回復処理の完了 

ARCserve データベースの回復処理が完了したら、[完了] ボタンをクリックします。 
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(サ) OS 再起動 (OS ログオン後に再起動要求メッセージが表示された場合のみ) 

OS を再起動します。 

7.3.9 惨事復旧情報の複製先変更 

惨事復旧情報の複製先をリカバリサイトの DATA DOMAIN から元サイトの DATA DOMAIN に変更します。 

(ア) ブートキット ウィザードの起動 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある青いバーで [ユーティリティ] をクリックし、展開されたメニュ

ーから [ブートキット ウィザード] をクリックします。 

(イ) 複製設定の変更 

画面起動後、左下にある [環境設定] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元サイトの DATA DOMAIN の情報と障害発生サイトから複製された惨事復旧用フォルダを指定し、[OK] 

をクリックします。 

複製先サーバ名: 元サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス 

Windows ドメイン: 元サイトの DATA DOMAIN の IP アドレス 

ユーザ名とパスワード: 元サイトの DATA DOMAIN の sysadmin アカウントとパスワード 

パス (共有名を含む): 本ガイドでは msd 
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[OK] をクリックすると [復旧情報の複製先] 画面が閉じるので、その後は [キャンセル] をクリックし、ブー

ト キット ウィザードを終了します。 

7.3.10 アーカイブ ビットの調整 (任意) 

移行用のバックアップで増分バックアップを実施した場合、増分で対象となったファイルのアーカイブ ビットは何

も変更されていません。 

増分バックアップを運用している環境で、次回行われるスケジュールに今回移行用で取得した増分対象データ

を除外する場合(移行処理後に変更したファイルのみバックアップする場合)は、アーカイブ ビットを手動でクリア

します。アーカイブ ビットの手動クリアは、データ ドライブのみ実行してください。 

E ドライブ全体にでアーカイブ属性を全てクリアする場合 

 

 

 

 

この後は全リモート マシンの復旧後に後述 7.5 のステップで IP アドレスを変更したスケジュールの確認を行います。 

7.4 元サイトでネットワーク上のマシン (リモート マシン) の復旧処理 

バックアップ サーバ復旧後、リモート マシンの惨事復旧を行います。(このステップの画面ショットは間違えやすいステ

ップのみ掲載しています。) 

7.4.1 復旧メディアからブート 

リモート マシンの CD/DVD ドライブに復旧メディアをセットし、Disaster Recovery Option の復旧メディアを使っ

てマシンをブートします。 

7.4.2 言語の選択 

日本語を選択し、[次へ] をクリックします。 

7.4.3 ネットワークの設定 

画面左下に表示されている IP アドレスを確認し、バックアップ サーバや元サイトの DATA DOMAIN と通信できな

い IP アドレスが設定されている場合は、手動で IP アドレスを指定します。 
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IP アドレスを指定するため、画面左下の [ユーティリティ] をクリックし、[ネットワークの設定] を選択し、バックア

ップ サーバや元サイト内の DATA DOMAIN と通信可能な IP アドレスとサブネット マスクを指定します。 

 

 

 

 

 

7.4.4 復旧情報の参照 

バックアップ サーバやリカバリサイトから複製した元サイトの DATA DOMAIN の惨事復旧情報にアクセスします。 

(ア) バックアップ サーバの名前指定 

 [バックアップ サーバ/復旧情報の複製先の DR情報を選択する] を選択し、バックアップ サーバのコンピ

ュータ名を入力後、右矢印ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

(イ) 復旧情報の選択 

復旧対象マシンのコンピュータ名から、最新のバックアップ時間の復旧情報を選択し、[次へ] をクリックし

ます。(DATA DOMAIN にある復旧情報が使用されます。) 

(ウ) DATA DOMAIN のアカウント指定 

元サイトの DATA DOMAIN の sysadmin アカウント情報を入力します。 

(エ) CLIENT AGENT サービスの確認 

Client Agent サービスが開始されるとバックアップ サーバに接続されます。[次へ] をクリックします。 

7.4.5 バックアップ データからのリストア 

元サイトに複製した DATA DOMAIN の惨事復旧情報を使っているため、最新のバックアップ 情報が表示されま

す。リストセッション リストを確認し、そのまま [次へ] をクリックします。 

サマリ情報の画面が表示されます。そのまま [開始] をクリックします。 

リストア後に自動再起動をする場合は、そのまま処理が完了するのを待ちます。手動再起動をする場合は、画

面下部にある [すべてのセッションが正常にリストアされたら自動的に再起動する] のチェックを外します。(この

チェックはリストア中であればいつでも外せます。) 

7.4.6 IP アドレスの変更 

リストア完了後に OS にログオンし、復旧したリモート マシンの IP アドレスを元サイト用のアドレスに変更します。 
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DNS がある場合は、DNS にも登録しておきます。 

7.4.7 アーカイブ ビットの調整 (任意) 

移行用のバックアップで増分バックアップを実施した場合、増分で対象となったファイルのアーカイブ ビットは何

も変更されていません。 

増分バックアップを運用している環境で、次回行われるスケジュールに今回移行用で取得した増分対象データ

を除外する場合(移行処理後に変更したファイルのみバックアップする場合)は、アーカイブ ビットを手動でクリア

します。アーカイブ ビットの手動クリアは、データ ドライブのみ実行してください。 

E ドライブ全体にでアーカイブ属性を全てクリアする場合 

 

 

 

 

 

リモート マシンの復旧はこれで終わりになります。(リモート マシンが複数ある場合は、7.4 のステップを繰り返します。) 

7.5 元サイトで全マシン復旧後の処理 

登録済みのバックアップ スケジュールが動くか確認します。 

7.5.1 プレフライト チェックによる確認 

(ア) ジョブ ステータス マネージャの起動 

ARCserve Backup のマネージャの右側にある [クイック スタート] から [ジョブ ステータス マネージャ] を

クリックします。 

(イ) プレフライト チェックの実行 

スケジュール ジョブを選択し、右クリック メニューから [プレフライト チェック] を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレフライト チェックが失敗した場合は、ダイアログ画面で [詳細] をクリックし、どの失敗となっているノードを確

認します。 
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7.5.2 CLIENT AGENT のサービス稼働確認 (プレフライト チェック失敗時のみ) 

プレフライト チェックで不適格となったリモート マシンで OS のサービス画面を開き、以下のサービスが稼働中と

なっているか確認します。停止している場合は起動します。 

CA ARCserve Universal Agent 

7.5.3 ネットワークの設定確認 (プレフライト チェック失敗時のみ)  

ネットワークはリモート マシンやバックアップ サーバの IP アドレスと DNS レコードを確認します。 

(ア) リモート マシンの IP アドレスの確認 

プレフライト チェックで不適格となったリモート マシンで IP アドレスを確認します。 

(イ) バックアップ サーバの IP アドレスの確認 

バックアップ サーバ側の IP アドレスも確認します。 

(ウ) バックアップ サーバの HOTS ファイルの確認 

Hosts ファイルにリカバリサイトの IP アドレスが指定されていないか、確認します。 

(エ) DNS の確認 (DNS がある場合) 

① DNS レコードの確認 

リモート マシンおよびバックアップ サーバのレコードの IP アドレスを確認します。 

② バックアップ サーバのキャッシュ クリア 

DNS のキャッシュが残っている可能性があるため、バックアップ サーバで ipconfig コマンドを実行し、

flushdns でキャッシュをクリアします。 

 

 

 

 

 

 

DNS を使っていない環境で、リモート マシンやバックアップ サーバに正しい IP アドレスを入

れていても通信ができない場合は、nbtstat -R コマンドをバックアップ サーバで実行してく

ださい。 

7.5.4 プレフライト チェックの再実行 (プレフライト チェック失敗時のみ) 

サービスや IP アドレスの確認後、プレフライト チェックを再度実行し、成功を確認します。 

 

以上でリカバリサイトでの惨事復旧はすべて終了になります。 
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7.6 DATA DOMAIN の複製処理 

マシン復旧後に実施するバックアップ スケジュールのデータをリカバリサイトの DATA DOMAIN に複製するため、元サ

イトからリカバリサイトに複製を設定します。 

ブラウザ DATA DOMAIN にアクセスし、Replication メニューにある [Create Pair] をクリックします。共有を設定した元

サイトの arcserve フォルダからリカバリサイトの replica フォルダに向け、Replication 設定を行います。arcserve フォル

ダの外に MSD フォルダ (Disaster Recovery Option の惨事復旧情報のコピー先フォルダ) を作成する場合は、MSD

フォルダでも複製を設定します。 

8. 品情報と無償トレーニング情報 

製品のカタログや FAQ などの製品情報や、動作要件や注意事項などのサポート情報については、ウェブサイトより確認し

てください。 

8.1 製品情報 

製品情報 

http://www.arcserve.com/jp/backup.aspx 

ARCserve Backup の FAQ 

http://www.arcserve.com/jp/products/ca-arcserve-backup/faq.aspx 

サポート情報、動作要件、およびマニュアルなど 

http://www.casupport.jp/resources/bab165win/ 

8.2 トレーニング情報 

8.2.1 無償トレーニング 

半日で機能を速習する ARCserve シリーズの無償ハンズオン(実機)トレーニングを毎月実施しています。どなた

様でも参加いただけますので、この機会にご活用ください。(競業他社の方はご遠慮いただいております。) 

http://www.ca.com/jp/events/seminars.aspx 

8.2.2 セルフ トレーニング 

ウェブで気軽に ARCserve Backup の画面を操作できるセルフ トレーニングも用意しています。色々なコンテン

ツがアップロードされていますが、タイトルにセルフトレーニングと記載のあるコンテンツにアクセスしてください。 

http://www.arcserve.com/jp/products/online-demo.aspx#backup 

 

http://www.arcserve.com/jp/products/ca-arcserve-backup/faq.aspx
http://www.casupport.jp/resources/bab165win/
http://www.ca.com/jp/events/seminars.aspx
http://www.arcserve.com/jp/products/online-demo.aspx#backup

